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３
度
目
は
、
丁
度
2
０
０
年
前
の
１
８
２
３

年
。
白
河
藩
主
松
平
定さ

だ

永な
が

が
桑
名
藩
へ
。
桑
名

藩
主
松
平
忠た

だ

尭た
か

が
忍お

し

藩
へ
。
忍
藩
主
阿
部
正ま

さ

権の
り

が
白
河
藩
へ
。
白
河
市
・
桑
名
市
・
行
田
市
は

こ
の
縁
で
姉
妹
都
市
に
な
っ
て
い
る
。

　
理
由
は
諸
説
あ
る
。
房
総
海
岸
防
備
に
あ

た
っ
た
白
河
藩
の
負
担
は
大
き
く
、
周
辺
へ
の

移い

封ほ
う

を
希
望
。
い
く
つ
か
の
領
地
の
打
診
に
難

色
を
示
し
、
桑
名
に
移
さ
れ
た
と
す
る
も
の
。

白
河
松
平
家
が
祖
父
の
地
の
桑
名
を
望
ん
だ
と

す
る
も
の
（
父
定
信
の
威
光
が
働
い
た
か
？
）。

忍
藩
主
は
病
弱
な
う
え
に
、
家
臣
団
の
騒
動
も

あ
り
治
政
が
懸
念
さ
れ
た
と
す
る
も
の
。
と

ば
っ
ち
り
を
食
っ
た
の
は
桑
名
藩
だ
っ
た
。

　
譜
代
や
親
藩
は
い
か
な
る
理
由
に
せ
よ
、
幕

府
の
命
令
は
拒
否
で
き
な
い
。
拒
否
す
れ
ば
幕

府
の
屋
台
骨
が
揺
ら
ぐ
。
江
戸
時
代
を
通
し
て
、

唯
一
撤
回
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
１
８
４
０
年
、

三
方
国
替
え
が
発
令
さ
れ
た
。
川
越
藩
松
平
家

が
庄
内
藩
へ
。
庄
内
藩
酒
井
家
が
越
後
長
岡
藩

へ
。
長
岡
藩
牧
野
家
が
川
越
藩
へ
。

　
火
元
は
松
平
家
。
か
つ
て
白
河
藩
主
だ
っ
た

直な
お

矩の
り

は
〝
引
越
し
大
名
〞
と
呼
ば
れ
た
。
度
重

な
る
転て

ん

封ぽ
う

で
財
政
は
火
の
車
。
将
軍
家い

え

斉な
り

の
子

斉な
り

省さ
だ

を
養
子
に
迎
え
る
。
生
母
の
い
る
大
奥
を

通
し
、
庄
内
藩
へ
の
国
替
え
を
再
三
願
い
出
た
。

大
御
所
と
な
っ
て
も
実
権
を
持
つ
家
斉
は
、
老

中
水
野
忠
邦
に
承
認
を
命
じ
た
。
明
ら
か
な
情

実
。
松
平
家
は
万
歳
。
酒
井
・
牧
野
家
は
晴
天

の
霹へ

き

靂れ
き

。
喜
悦
と
落
胆
の
中
、
準
備
に
入
っ
た
。

　
衆
議
院
の
区
割
り
が
変
更
さ
れ
た
。
福
島
や

山
口
、
和
歌
山
な
ど
10
県
で
選
挙
区
が
一
つ
減

り
、
東
京
都
や
神
奈
川
県
な
ど
で
10
区
増
え
る
。

一
票
の
格
差
を
2
倍
以
内
に
す
る
た
め
と
は
い

え
、
余
り
に
大
都
市
に
偏
っ
て
い
る
。
こ
れ
で

は
地
方
の
声
が
届
き
に
く
く
な
る
。
果
た
し
て

人
口
だ
け
の
配
分
で
い
い
の
か
。
憲
法
上
の
課

題
や
中
選
挙
区
制
も
視
野
に
入
れ
、
十
分
検
討

し
て
戴
き
た
い
。
苦
労
を
重
ね
地
盤
を
培
っ
て

き
た
議
員
に
は
辛
い
「
国
替
え
」
と
な
る
。

　
江
戸
幕
府
成
立
当
初
は
、
権
力
基
盤
を
強
化

す
る
た
め
、
頻
繁
に
改か

い

易え
き

（
領
地
没
収
）
や
国

替
え
が
行
わ
れ
た
。
幕
府
の
権
威
が
確
立
し
た

６
代
将
軍
の
頃
か
ら
、
改
易
は
大
幅
に
減
少
。

大
名
領
は
ほ
ぼ
固
定
化
し
た
。
外
様
大
名
は
そ

の
家
の
財
産
と
み
な
さ
れ
、
よ
ほ
ど
の
不
祥
事

が
な
い
限
り
国
替
え
は
な
か
っ
た
。

　
一
方
、
譜
代
や
親
藩
大
名
の
領
地
は
、
家
の

財
産
で
な
く
「
任
務
の
地
」
で
あ
り
国
替
え
は

続
い
た
。
理
由
は
、
幕
府
要
職
へ
の
就
任
、
懲

罰
、
藩
主
の
能
力
、
そ
し
て
情
実
。
国
替
え
は

１
対
1
と
は
限
ら
な
い
。「
三
方
国
替
え
」
も
10

回
を
超
え
る
。
そ
の
う
ち
白
河
藩
は
３
回
も
絡

ん
で
い
る
。
最
初
は
１
６
４
９
年
、
２
度
目
は

１
７
４
１
年
。
共
に
、
原
因
は
他
藩
に
あ
っ
た
。

　
庄
内
藩
の
祖
は
徳
川
四
天
王
の
一
人
、
酒
井

忠た
だ

次つ
ぐ

。
１
６
２
２
年
、
孫
忠た

だ

　か
つ勝
が
入に

ゅ
う

封ほ
う

以
来

ず
っ
と
治
め
て
き
た
。
表
高
14
万
石
だ
が
、
肥

沃
な
庄
内
平
野
か
ら
は
20
万
石
の
実
高
が
あ
っ

た
。
北
前
船
で
栄
え
る
酒
田
港
も
有
し
て
い
た
。

藩
と
領
民
に
は
信
頼
関
係
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
。

飢き

饉き
ん

の
折
に
は
藩
か
ら
米
や
お
金
が
支
給
さ
れ
、

一
人
の
餓
死
者
も
出
な
か
っ
た
。

　
噂
で
は
松
平
家
の
取
立
て
は
厳
し
い
と
い
う
。

こ
れ
は
大
変
！
領
民
が
立
ち
上
が
る
。
５
万
人

も
の
反
対
集
会
を
開
く
。〝
百
姓
と
い
え
ど
も
二

君
に
仕
え
ず
〞
の
旗
が
翻

ひ
る
が
える
。
決
死
の
覚
悟
で

10
人
、
20
人
と
江
戸
に
向
か
う
。
老
中
ら
幕
閣

要
人
が
駕か

籠ご

で
登
城
す
る
途
中
、〝
お
ら
が
殿
様

の
善
政
〞
を
讃
え
る
訴
状
を
提
出
。

　
一
方
で
、
仙
台
伊
達
家
、
秋
田
佐
竹
家
、
米

沢
上
杉
家
ら
東
北
諸
藩
に
愁し

ゅ
う

訴そ

。
伊
達
ら
有
力

外
様
大
名
は
「
伺

う
か
が
い

書が
き

」
と
い
う
形
で
、
道
理
の

な
い
国
替
え
に
異
議
を
申
し
立
て
た
。
忠
邦
は

窮
し
た
。
幕
府
の
威
信
に
か
け
て
撤
回
は
で
き

な
い
。
と
い
っ
て
国
替
え
の
名
分
も
な
い
。
事

態
は
急
転
回
す
る
。
家
斉
に
続
き
斉
省
も
死
亡
。

12
代
将
軍
家い

え

慶よ
し

は
領
民
の
抗
議
、
外
様
大
名
の

詰
問
に
衝
撃
を
受
け
て
い
た
。

　
国
替
え
中
止
の
聖
断
が
下
る
。
最
後
ま
で
抵

抗
し
た
忠
邦
は
、
天
保
の
改
革
の
失
敗
や
過
去

の
不
正
を
問
わ
れ
、
隠
居
・
蟄ち

っ

居き
ょ

を
命
じ
ら
れ

る
。
さ
ら
に
減げ

ん

封ぽ
う

の
上
、
浜
松
か
ら
山
形
に
移

さ
れ
た
。
こ
れ
以
降
忠
邦
が
憂
慮
し
た
通
り
幕

府
の
権
威
は
失
墜
し
、
自
壊
の
道
を
た
ど
っ
た
。

「
撤
回
さ
れ
た
国
替
え
」

市長の手控え帖
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